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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線送電によって電力供給されるエレクトロク
ロミックウィンドウを提供する。
【解決手段】ネットワーク２１４において、電力ノード
２１０は、送電部２０２からの無線電力を中継するか又
は変換して、受電部（ウィンドウ２０４）に、ウィンド
ウ２０４の最終的な要求に対してより適した方式で送電
する。電力ノード２１６は、電力ノード２１０とは異な
る方法で、ウィンドウ２１８の最終的な要求に対してよ
り適切な方式でウィンドウ２１８内の受電部に無線電力
を中継する。ウィンドウ２１８は、自身に電力を供給す
るとともに、配線を介してウィンドウ２２０にも電力を
供給する。ウィンドウ２１８は、ノード２１６から無線
送電を受電して、ウィンドウ２１８の受電部が、無線送
電をウィンドウ２１８及ウィンドウ２２０を動作させる
ために十分な電力に変換する。
【選択図】図２Ｅ



(2) JP 2020-184876 A 2020.11.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレクトロクロミックデバイスを有するエレクトロクロミックウィンドウと、
　前記エレクトロクロミックウィンドウに対する電力を生成するよう構成された太陽光発
電の電源と、を備え、
　前記エレクトロクロミックデバイスは、ウィンドウコントローラによって無線通信を用
いて無色状態と暗くした状態との間で変化するように制御されるよう構成され、
　前記ウィンドウコントローラは、ネットワークを介して前記エレクトロクロミックデバ
イスと通信する
　システム。
【請求項２】
　前記エレクトロクロミックデバイスに電力を配電するよう構成された電池をさらに備え
る
　請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記太陽光発電の電源は、前記電池を充電するよう構成される
　請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記ウィンドウコントローラはさらに、前記電池の充電を制御するよう構成される
　請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記エレクトロクロミックウィンドウは、断熱ガラスユニットの形である
　請求項１から４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記太陽光発電の電源は、前記断熱ガラスユニットの中または近傍にある
　請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記太陽光発電の電源は、前記エレクトロクロミックウィンドウ内にある
　請求項１から５のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　無線送電源から受け取った無線送電を電気エネルギーに変換するよう構成された受電部
をさらに備える
　請求項１から７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項９】
　前記エレクトロクロミックデバイスに電力を配電するよう構成された電池をさらに備え
、
　前記太陽光発電の電源および前記無線送電源の両方が前記電池に電力を配電するよう構
成される
　請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記システムは、前記システムに電力を供給するための外部の配線を有さない
　請求項８または９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記無線送電源は、磁気誘導、無線周波数、マイクロ波エネルギー、またはレーザを利
用して送電する
　請求項８から１０のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１２】
　１または複数のセンサをさらに備える
　請求項１から１１のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１３】
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　前記１または複数のセンサは、動きセンサ、光センサ、熱センサ、および湿度センサの
うちの１または複数を有する
　請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記エレクトロクロミックデバイスは、ガラス基板上に配置された固体且つ無機の積層
材料を有する
　請求項１から１３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記無線送電源は、送電ネットワークを利用して送電する
　請求項８に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記エレクトロクロミックウィンドウは、建築物の自動熱および／またはエネルギー管
理システムの構成要素である
　請求項１から１５のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ウィンドウコントローラは、無線送電受電部を有する
　請求項８に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記ウィンドウコントローラは、前記エレクトロクロミックデバイスに印加される電位
を調整するよう構成されたマイクロプロセッサを有する
　請求項１から１７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記マイクロプロセッサは、単独で、または、他のマイクロプロセッサと共に、電池の
再充電または遠隔制御部との無線通信を制御する
　請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記遠隔制御部は、ハンドヘルドデバイスである、または、自動熱および／またはエネ
ルギー管理システムである
　請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記ウィンドウコントローラは、無線通信を介して受信した入力に応じて前記エレクト
ロクロミックデバイスを制御する
　請求項１から２０のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記入力は、建築物の自動エネルギー管理システムからのものである
　請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記エレクトロクロミックウィンドウは、前記自動エネルギー管理システムの構成要素
である
　請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　エレクトロクロミックウィンドウに電力供給する方法であって、前記方法は、
　太陽光発電の電源を用いて、前記エレクトロクロミックウィンドウに対する電力を生成
する段階と、
　エレクトロクロミックデバイスにおいて無色状態と暗くした状態との間で光学的状態の
遷移を、ウィンドウコントローラからの無線通信を介して制御する段階であって、前記ウ
ィンドウコントローラは、ネットワークを介して前記エレクトロクロミックデバイスと通
信する、段階とを備える
　方法。
【請求項２５】
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　前記光学的状態の遷移は、前記エレクトロクロミックウィンドウを有する建物の自動エ
ネルギー管理システムからの入力に基づいて制御される
　請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記エレクトロクロミックウィンドウ内の電池から、前記エレクトロクロミックデバイ
スに電力を配電する段階をさらに備える
　請求項２４または２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記太陽光発電の電源によって生成される電力を用いて、前記電池を充電する段階をさ
らに備える
　請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記太陽光発電の電源によって生成される電力を用いる前記電池の前記充電を制御する
段階をさらに備える
　請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記エレクトロクロミックウィンドウは、断熱ガラスユニットの形である
　請求項２４から２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　無線送電源から受電部で無線送電を受け取る段階と、
　前記エレクトロクロミックデバイスにおける前記光学的状態の遷移への電力供給のため
に用いられる電気エネルギーに前記無線送電を変換する段階と、をさらに備える
　請求項２４から２９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記太陽光発電の電源および前記無線送電源の両方からの電力を用いて，電池を充電す
る段階をさらに備える
　請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記無線送電は、前記無線送電源から、磁気誘導、無線周波数、マイクロ波エネルギー
、またはレーザを利用して送電される
　請求項３０または３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記エレクトロクロミックデバイスは、ガラス基板上に配置された固体のエレクトロク
ロミック積層材料を有する
　請求項２４から３２のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は概して、無線送電技術で結合されるエレクトロクロミック（ＥＣ）デバイスに
関する。本発明は具体的には、無線送電技術を用いて電力供給されるＥＣウィンドウに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　［関連出願］
　本願は、米国仮特許出願第６１／２８９，３１９号（出願日：２００９年１２月２２日
）の恩恵および当該仮出願に基づく優先権を主張する。当該仮出願の内容は全て、参照に
より本願に組み込まれる。
【０００３】
　エレクトロクロミズムは、電子状態が変化すると、通常は、電圧が変化すると、物質の
光学特性が可逆的に電気化学的な原因によって変化する現象である。光学特性とは通常、
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色、透過率、吸収率および反射率のうち１以上である。公知のＥＣ物質の１つに、例えば
、酸化タングステン（ＷＯ３）がある。酸化タングステンは、電気化学的還元によって色
が透明から青色に変化するカソードＥＣ物質である。エレクトロクロミズムは１９６０年
代に発見されたが、ＥＣデバイスならびにＥＣデバイスを備える装置およびシステムの商
品化は完全には始まっていない。
【０００４】
　エレクトロクロミック物質は、例えば、窓に含められるとしてよい。従来のＥＣウィン
ドウの欠点の１つに、利用する電力が、量は少ないものの、建物の電源までの有線接続が
必要である点が挙げられる。これによって、建設業者が、例えば、大量の窓をオフィス向
け建築物に設置する場合に問題が生じる。窓に必要な有線接続に対応しなければならない
ために、建設に際しては現代構造物を建築するために必要な膨大な品目のリストがあるに
も関わらず、さらに課題を増やすことになってしまう。また、ＥＣウィンドウは、現代建
築物の高熱ゾーンの管理に関して素晴らしい解決策となるが、例えば、自動熱および／エ
ネルギー管理システムによって制御される場合、有線接続された電源が必要となるＥＣウ
ィンドウは、自動エネルギー管理システムへの統合が難しくなる。このため、有線接続に
関する設置コストおよび危険性の上昇によって、新しい建築物でのＥＣウィンドウの採用
の動きは鈍く、改修の場合には新しく設置するＥＣウィンドウのために配線設備も設置し
なければならなくなるので、改修の際に利用されないことが多い。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　無線送電技術によって電力供給を受けるエレクトロクロミックデバイス、特に、ＥＣウ
ィンドウを説明する。本発明の一の側面は、欠陥が少なく高信頼性のＥＣウィンドウであ
って、無線送電が可能なＥＣウィンドウである。
【０００６】
　無線で電力供給されるＥＣウィンドウを実現するべく無線送電技術を組み込んだスケー
ラブルＥＣウィンドウ技術を説明する。このような技術は任意で、環境センサ、無線制御
、および／または、一部の側面では、光起電力を含むとしてよい。本発明によれば、ＥＣ
ウィンドウ技術の全ての利点を生かすことが可能となり、国家レベルで年間に数百トンも
の炭素および大量のエネルギーを節約することが可能となる。新しい建築物は無線電力供
給ＥＣウィンドウの恩恵を大いに享受し、窓の交換のために配線設置が問題となっていた
改修については特に利点が大きい。
【０００７】
　一実施形態は、無線送電によって電力供給されるＥＣデバイスである。一実施形態によ
ると、ＥＣデバイスはＥＣウィンドウである。無線送電技術を用いて、ＥＣウィンドウの
１以上のＥＣデバイスに電力を供給する。無線電力は、ウィンドウ内のＥＣデバイスに直
接電力供給するために用いられるとしてもよいし、または、別の実施形態によると、ウィ
ンドウ内のＥＣデバイスのＥＣ遷移および／またはＥＣ状態に電力を供給する内部電池を
充電するために用いられるとしてもよい。一実施形態によると、無線送電は、複数のＥＣ
ウィンドウに電力供給する受電部によって受電される。無線電力はさらに、ＥＣウィンド
ウの一部またはＥＣウィンドウを直接サポートしている他の能動素子、例えば、動きセン
サ、光センサ、熱センサ、湿度センサ、無線通信センサ等に電力供給するためにも用いら
れ得る。無線通信技術はさらに、無線で電力供給されるＥＣウィンドウを制御するために
も用いられ得る。
【０００８】
　ＥＣウィンドウと組み合わせて用いるには、任意の適切な種類の無線送電技術を利用す
るとしてよい。無線送電技術には、例えば、これらに限定されるものではないが、誘導、
共振誘導、無線周波数送電、マイクロ波送電、および、レーザ送電がある。一実施形態に
よると、無線周波数を用いて受電部に電力を送電し、当該受電部が、偏波、例えば、円偏
波、楕円偏波および／または二重偏波、および／または、さまざまな周波数およびベクト
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ルを利用してこの電力を電流に変換する。別の実施形態によると、磁界の誘導結合を利用
して電力を無線で送電する。具体的な実施形態によると、有線接続されている外部電源か
ら電力を受け取る第１の共振器（流れる電気エネルギー、例えば、ＡＣを磁界に変換する
コイル）、および、第２の共振器（第１の共振器が生成した磁界に結合されているので、
誘導により電気エネルギーを生成するコイル）を用いて電力を無線で送電する。第２の共
振器は、第１の共振器および第２の共振器の磁界共振結合によって電流または電位を生成
することによって、受電部として機能する。磁気誘導を利用する実施形態は必ずしも磁界
共振結合を利用する必要はないが、利用する実施形態では、局所化されたエバネセント磁
界パターンによる近接場共振が比較的高効率の無線送電方法となる。
【０００９】
　一実施形態によると、ウィンドウの受電部はＲＦアンテナである。別の実施形態による
と、ＲＦアンテナは、ＲＦ電力を、ＥＣデバイスを機能させるために用いられる電位に変
換する。別の実施形態によると、受電部は、第１の共振器に共振結合されている第２の共
振器であり、第１の共振器から第２の共振器に無線で電力が送電されるように構成されて
いる。第２の共振器は、無線で送電された電力をＥＣウィンドウに電力供給するための電
気に変換する。
【００１０】
　受電部は通常、ＲＦアンテナまたは二次共振コイルのいずれであろうと、ＥＣウィンド
ウのフレーム内、例えば、ＩＧＵの外側封止部の近傍および／またはウィンドウフレーム
内のどこかに配されて、ＩＧＵのガラスを通して見ることが可能な領域の邪魔にならない
ようにする。このため、特定の実施形態によると、受電部のサイズは比較的小さい。一実
施形態によると、受電部のサイズは、ウィンドウのユーザが受電部がウィンドウの一部で
あることを認識しない程度に十分に小さいが、受電部はユーザの視界に入らないように隠
されている。
【００１１】
　一実施形態によると、無線送電は、特定の領域内のウィンドウの受電部に送電する電力
ノードを１以上含む無線送電ネットワークを介して実行される。建築物または必要に応じ
て、１以上の、場合によっては幾つかのノードを利用して、それぞれ対応するウィンドウ
の受電部に給電する複数の電力ノードから成る電力ノードネットワークを形成する。一実
施形態によると、無線周波数を用いて電力を送電し、複数の電力ノードが存在する場合、
これら複数の電力ノードでは複数の周波数および／または偏極ベクトルが用いられていて
、さまざまなレベルまたは種類の電力が、さまざまなノードから、さまざまな電力需要を
持つウィンドウへと送電されている。磁気誘導を用いて無線送電を行う別の実施形態によ
ると、この実施形態でも１以上の電力ノードが存在するが、この実施形態では、電力ノー
ド自体が共振器である。例えば、一実施形態によると、電源から電力を受電する第１の共
振器は、第２の共振器に共振結合されており、第２の共振器は、例えば、ＥＣウィンドウ
に配電する第３の共振器に共振結合されている。このようにして、第２の共振器は、第１
の共振器から、第２の共振器へ、そして第３の共振器へと続く送電ネットワーク内の電力
ノードとして機能し、第３の共振器は、受電部として機能し、磁界を電力に変換してＥＣ
ウィンドウに電力を送電する。
【００１２】
　本発明の別の側面は、ＥＣデバイスに電力供給する方法である。当該方法は、無線電力
の生成および／または無線電力の受電部への送電を実行して、当該受電部が当該無線電力
を、ＥＣデバイスに電力供給するために用いられる電気エネルギー（例えば、電流または
電位）に変換する段階ｉ）と、当該電気エネルギーをＥＣデバイスに配電する段階ｉｉ）
とを備える。一実施形態によると、ＥＣデバイスは、上述したように、ＥＣウィンドウで
ある。別の実施形態によると、段階ｉ）はＲＦによって実行され、別の実施形態によると
、段階ｉ）は磁気誘導によって実行される。一実施形態によると、受電部から出力される
電気エネルギーは、ＥＣウィンドウのＥＣデバイスに電力供給するために用いられる電池
を充電するために用いられる。一実施形態によると、一のウィンドウは、一の無線電力受
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電部を備えており、当該受電部が生成する電気エネルギーは、複数のＥＣウィンドウに電
力を供給するために用いられる。この電力供給は、直接行われるとしてもよく、および／
または、複数のウィンドウに対応付けられている一の電池または電池群を充電することに
よって行われるとしてもよい。
【００１３】
　本発明の別の側面は、ｉ）無線電力を送電する無線送電部と、ｉｉ）無線電力を受電し
て当該無線電力を中継する電力ノードと、ｉｉｉ）中継された無線電力を受電して、無線
電力を電気エネルギーに変換する受電部と、ｉｖ）電気エネルギーを受電して、２以上の
光学的状態間の遷移を発生させるために、および／または、一の光学的状態を維持するた
めに電力を供給するＥＣデバイスとを備える無線送電ネットワークである。電気エネルギ
ーは、直接的または間接的にＥＣデバイスによって受電され得る。一実施形態によると、
電気エネルギーは、受電部から直接受電されて、別の実施形態によると、電気エネルギー
は受電部から電池へと流されて、その後でＥＣデバイスに流される。一実施形態によると
、ＥＣデバイスは、ＥＣウィンドウの一部である。
【００１４】
　特定の実施形態によると、ＥＣデバイスは、電気エネルギーの一部を、上述したように
無線電源から受け取り、さらなる電気エネルギーを、任意でＥＣデバイスに（例えば、Ｉ
ＧＵ内またはＩＧＵの近傍、例えば、ウィンドウのフレーム内に）一体化されている太陽
光電源から受け取る。このようなシステムでは、ＥＣデバイスに電力供給するための配線
、対応するコントローラ、センサ等が必要ないとしてよい。
【００１５】
　上記およびその他の特徴および利点は、添付図面を参照しつつ、さらに詳細に後述する
。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　以下に記載する詳細な説明は、添付図面を参照することによって、より深く理解された
い。図面は以下の通りである。
【図１】無線電力受電部を備えるＥＣウィンドウの製造を説明するための図である。
【図２Ａ】本明細書で説明する無線送電ネットワークの概略図である。
【図２Ｂ】本明細書で説明する無線送電ネットワークの概略図である。
【図２Ｃ】本明細書で説明する無線送電ネットワークの概略図である。
【図２Ｄ】本明細書で説明する無線送電ネットワークの概略図である。
【図２Ｅ】本明細書で説明する無線送電ネットワークの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明では、広義に解釈すると、無線送電源から電力供給されるＥＣデバイスを説明す
る。より具体的な実施形態では、ＥＣウィンドウは、無線電源から電力供給される。無線
送電は、ＥＣウィンドウへの電力供給に特に適している。これは、ＥＣウィンドウが通常
、ＥＣデバイスで遷移を発生させる場合、および／または、ＥＣデバイスの光学的状態を
維持する場合に数ボルトのオーダという低い電位を用いて機能するためである。ＥＣウィ
ンドウは通常、１日の間に数回遷移が発生するに過ぎない。また、無線送電を利用して、
対応する電池を充電して、無線送電を利用して１以上のＥＣウィンドウに間接的に電力供
給することもできる。
【００１８】
　配線を持つウィンドウを設置する場合、建築家および建設業者にとって考慮すべき事項
が増え、改修の場合には、対象となる建築物に以前には設置されていなかった配線設備を
追加する必要が出てくるので、配線は特に大きな問題となる。無線送電技術およびＥＣウ
ィンドウという高度な技術を組み合わせることで、上述した問題が解決され、エネルギー
節約と共に、ＥＣウィンドウの有線電気接続を一体化するために費やされる時間およびコ
ストが節約されるという相乗効果が得られる。
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【００１９】
　商用および住居用の窓に利用される、動的でＥＣを利用する断熱ガラスユニット（Ｉｎ
ｓｕｌａｔｅｄ　Ｇｌａｓｓ　Ｕｎｉｔ（ＩＧＵ））は、低電圧に応じて光透過特性が変
化することによって、窓を通過する光および熱の量を制御することができる。ＥＣデバイ
スは、低い電位を用いて透明（「透明または無色」）状態と、暗くした（「光および／ま
たは熱を遮蔽する」）状態との間で変化し、さらに低い電力で光学的状態を維持すること
ができる。動的でＥＣを利用するウィンドウは、当該ウィンドウを通過する光の量を制御
することが可能である。一の側面によると、暗くした状態であっても可視性は持つので、
変わらず外部環境を視認することが可能である一方、例えば、暑い天気の場合に熱を発生
させる太陽光を遮蔽するか、または、寒い天気の場合には断熱性によって建物内に貴重な
熱を保持することによって、エネルギーを節約する。
【００２０】
　このような動的なウィンドウの一例を挙げると、欠陥が少なく高信頼性のＥＣウィンド
ウであって、固体のＥＣ積層材料を含むＥＣウィンドウがある。このように全体が固体且
つ無機の材料で構成されているＥＣデバイス、当該ＥＣデバイスを製造する方法、および
、欠陥の基準については、米国特許出願第１２／６４５，１１１号（発明の名称：「欠陥
の少ないエレクトロクロミックデバイスの製造（Ｆａｂｒｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｌｏｗ
－Ｄｅｆｅｃｔｉｖｉｔｙ　Ｅｌｅｃｔｒｏｃｈｒｏｍｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）」、出願
日：２００９年１２月２２日、発明者：マーク・コズロウスキ（Ｍａｒｋ　Ｋｏｚｌｏｗ
ｓｋｉ）他）、米国特許出願第１２／６４５，１５９号（発明の名称：「エレクトロクロ
ミックデバイス（Ｅｌｅｃｔｒｏｃｈｒｏｍｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）」、出願日：２００
９年１２月２２日、発明者：ゾンチュン・ワン（Ｚｈｏｎｇｃｈｕｎ　Ｗａｎｇ）他））
、米国特許出願第１２／７７２，０５５号および第１２／７７２，０７５号（出願日：２
０１０年４月３０日））、米国特許出願第１２／８１４，２７７号及び第１２／８１４，
２７９号、出願日：２０１０年６月１１日）（最後の４つの出願の発明の名称は、「エレ
クトロクロミックデバイス（Ｅｌｅｃｔｒｏｃｈｒｏｍｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）」、発明
者はゾンチュン・ワン（Ｚｈｏｎｇｃｈｕｎ　Ｗａｎｇ）他）により詳細に記載されてい
る。上記６つの特許出願はそれぞれ、参照により本願に組み込まれる。本発明の一の側面
は、例えば、これらに限定されないが、上記の６件の米国特許出願のうちいずれか１つに
記載されているＥＣウィンドウ等のＥＣウィンドウに、無線送電技術によって電力供給す
るというものである。当該ＥＣウィンドウは、受電部によって電気エネルギーを変換した
後、無線送電技術を利用して直接電力供給されるとしてよい。および／または、電気エネ
ルギーは、ウィンドウに電力供給するためにも利用される電池を充電するために用いられ
るとしてもよい。
【００２１】
　無線送電は、電気エネルギーが電源から電気負荷へと相互接続配線無しで送電される場
合のプロセスである。広義では、電流は、大気中、水中または固体物等の環境を、配線を
必要とすることなく、通過することができる。しかし、より有用性の高い（制御された）
方式の無線送電技術が存在し、例えば、ＲＦ、磁気誘導、レーザまたはマイクロ波エネル
ギーを介して送電する。無線送電は、瞬間的または継続的なエネルギー伝達が必要となる
が、相互接続配線があると不便、問題が多い、危険性が高い、または、不可能な場合に特
に有用性が高い。無線送電は、電気力学誘導等の誘導を利用したものであるとしてよく、
または、無線周波数（ＲＦ）、マイクロ波およびレーザ等の他の公知のエネルギー伝達媒
体に基づいて行われるとしてよい。
【００２２】
　一部の実施形態によると、ＲＦを介して電力を送電して、ＥＣデバイス、特に、ＥＣウ
ィンドウと電気的に接続されている受電部で、この電力を電位または電流に変換するとし
てよい。ＲＦを利用した送電方法で特に有用性の高いものが、米国特許出願公開公報第２
００７／０１９１０７４号（米国特許出願第１１／６９９，１４８号、出願日：２００７
年１月２９日、発明の名称：「送電ネットワークおよび送電方法」、ダニエル・ダブリュ
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ー・ハリスト（Ｄａｎｉｅｌ　Ｗ．　Ｈａｒｒｉｓｔ）他）に記載されている。当該特許
文献は、参照により本願に組み込まれる。
【００２３】
　他の実施形態では、外部電源から電力供給される第１の共振器、および、第１の共振が
発生させる磁界エネルギーを、ＥＣウィンドウのＥＣデバイスに供給する電力に変換する
第２の共振器を利用して、磁気誘導によって送電を行う。磁気誘導を利用した送電方法で
特に有用性の高い方法が、米国特許出願公開公報第２００７／０２２２５４２号（米国特
許出願第１１／４８１，０７７号、出願日：２００６年７月５日、発明の名称：「非放射
方式の無線エネルギー伝達」、ジョン・ジョアンナプロス（Ｊｏｈｎ　Ｊｏａｎｎａｐｏ
ｕｌｏｓ）他）に記載されている。当該特許文献は、参照により本願に組み込まれる。誘
導によって無線方式で電力を制御する方法として有用性の高い別の方法は、米国特許第７
，３８２，６３６号（出願日：２００５年１０月１４日、発明の名称：「負荷に電力供給
するシステムおよび方法」、デイビッド・バーマン（Ｄａｖｉｄ　Ｂａａｒｍａｎ）他に
記載されている。当該特許文献は、参照により本願に組み込まれる。本明細書で説明する
ＥＣウィンドウは、このような無線送電制御方法を利用可能である。
【００２４】
　特定の実施形態は、複数の無線送電源を備える。すなわち、本発明は、一の無線送電源
が利用される実施形態に限定されない。例えば、無線送電ネットワークが利用される実施
形態では、一の無線送電方法、例えば、ＲＦ送電方法を、当該ネットワークの一部で利用
しつつ、他の方法、例えば、磁気誘導方式を当該ネットワークの別の一部で利用する。
【００２５】
　本発明の一の側面は、無線送電源から電力供給されるＥＣウィンドウである。一実施形
態によると、ＥＣウィンドウのサイズは利用できればどのようなサイズであってもよく、
例えば、自動車で用いられる場合、例えば、サンルーフまたはバックミラーで用いられる
場合、配線は、車両のフロントガラスを横断する等、不便である。一実施形態によると、
ＥＣウィンドウは、当該ウィンドウのＥＣデバイスの基板として、建築用基準のガラスを
利用する。建築用ガラスは、建設資材として利用されるガラスである。建築用ガラスは通
常、商用の建築物で利用されるが、住居用の建築物でも利用され得ると共に、通常では、
必要ではないが、室内環境と屋外環境を分離するために用いられる。建築用ガラスは、少
なくとも２０インチ×２０インチであり、約８０インチ×８０インチまで大きくすること
ができる。一部の実施形態によると、ＥＣデバイスは全て、固体且つ無機の材料で形成さ
れる。ウィンドウは、例えば、ウィンドウ構造の一部として、ＲＦ受電部または共振器等
の受電部を備える。
【００２６】
　図１は、ＥＣウィンドウの製造プロセス１００を示す図である。同図に示すウィンドウ
構造は、無線送電を受電して、電力を電気エネルギーに変換し、ウィンドウのＥＣデバイ
スに当該電気エネルギーを直接的または間接的に供給する受電部１３５を備えている。直
接的または間接的な電力供給は、例えば、ＥＣデバイスに直接電力供給するか、または、
ＥＣウィンドウに電力供給するために用いられる電池を充電するかである。ＥＣパネル１
０５は、ＥＣデバイス（不図示だが、例えば、表面Ａ）およびＥＣデバイスに電力供給す
るバスバー１１０を有しており、別のガラスパネル１１５と整合させる。ＩＧＵ１２５の
製造時、セパレータ１２０は、基板１０５と基板１１５との間に挟持され、両基板と合わ
せられる。ＩＧＵ１２５は、セパレータ１２０に接する基板の面およびセパレータ１２０
の内周面によって画定される内部空間を持つ。セパレータ１２０は通常、封止セパレータ
である。つまり、スペーサを有しており、当該スペーサと各基板との間に封止剤を有し、
ここにおいて内部領域を気密封止するべく接しているので、湿気等から内部を保護する。
通常は、ガラスパネルがセパレータに封着されると、二次封止剤をＩＧＵのセパレータ１
２０の外周端縁の周囲に塗布して、外囲環境からさらに保護するべく封止するだけでなく
、ＩＧＵの構造強度をさらに高めるとしてよい。ＩＧＵは、フレームによって支持されて
おり、ウィンドウ構造１３０を構成している。ウィンドウフレームを一部切り欠いて、本
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例では、アンテナを含む無線受電部１３５を露出して表示している。受電部１３５は、Ｉ
ＧＵに近接しており、この例では、ウィンドウ構造１３０のフレーム内に配されている。
無線送電受電部は、ウィンドウコントローラの構成要素であってよい。
【００２７】
　一実施形態によると、無線送電源は、無線周波数を用いて送電する。このような実施形
態に係るＥＣウィンドウは、無線周波数受電部を有しており、無線周波数受電部は、無線
周波数を、ＥＣウィンドウ内のＥＣデバイスに電力供給するために用いられる電気エネル
ギー（例えば、電流または電位）に変換する。ＥＣデバイスへの電力供給は、ＥＣデバイ
スの光学的状態の維持または光学的状態の遷移を発生させるための電力供給のうち少なく
とも１つを含む。一実施形態によると、無線周波数受電部は、ＥＣウィンドウのＩＧＵの
内部または近傍に配されている。例えば、受電部は、ＩＧＵを支持するウィンドウフレー
ム内に配されているとしてもよいし、ＩＧＵのガラスパネル間を分離しているスペーサの
近傍の領域に配されているとしてもよいし、その両方であってもよい。例えば図１に示す
ように、受電部はＩＧＵの可視領域の邪魔にならないことが好ましいが必須ではない。
【００２８】
　別の実施形態によると、磁界の誘導結合によって無線送電を行う。一般的には、一次コ
イル（当該コイルを流れる電気エネルギー、例えば、ＡＣを磁界に変換する）が、電源か
ら電力供給を受けて磁界を生成し、二次コイルが磁界に結合されることによって誘導によ
り電気エネルギーを生成する。二次コイルが生成した電気エネルギーは、ＥＣデバイス、
具体的な実施形態では、ＥＣウィンドウのＥＣデバイスに電力供給するために利用される
。共振結合された磁気エネルギーを利用する具体的な実施形態によると、有線接続されて
いる外部電源から電力を受電する第１の共振器、および、第２の共振器を用いて無線送電
を実行する。第２の共振器は、第１の共振器および第２の共振器の磁界共振結合を用いて
電流を生成することによって、受電部として機能する。磁気誘導を利用する実施形態は必
ずしも磁界共振結合を利用する必要はないが、利用する実施形態では、局所化されたエバ
ネセント磁界パターンによる近接場共振が比較的高効率の無線送電方法となる。
【００２９】
　一実施形態によると、受電部は、ＲＦアンテナまたは共振コイルのいずれであろうと、
ＥＣウィンドウのＩＧＵの近傍、例えば、ＩＧＵの封止部またはウィンドウフレームの近
傍に配されて、ＩＧＵのガラスを通して見ることが可能な領域の邪魔にならないようにす
る。このため、特定の実施形態によると、受電部のサイズは比較的小さい。「サイズが小
さい」とは、例えば、ＥＣウィンドウの可視領域の約５％以下を受電部が占めることを意
味する。一実施形態によると、受電部は、ＥＣウィンドウのうち可視領域にかかることは
ない。つまり、受電部は、サイズが十分に小さいので、ウィンドウのユーザは受電部がウ
ィンドウの一部であることに気付かず、受電部はユーザの視界には入らない。例えば、ウ
ィンドウのフレーム内に収納される。一実施形態によると、受電部がＩＧＵの封止領域に
収納されている場合、ウィンドウのフレームは、受電部への経路を確保できるように１以
上のアクセスポートを含むか、または、受電部はウィンドウフレーム内に恒久的に封止さ
れるとしてよい。また、無線送電に影響を与えないポートおよび／または物質が存在する
としてよい。このため、受電部は、ウィンドウフレームを形成する物質との間で干渉を発
生させることなく無線送電を適切に受電することができる。
【００３０】
　具体的な実施形態によると、ＥＣデバイスに印加される電位を調整するコントローラ、
例えば、マイクロプロセッサが設けられている。当該コントローラは任意で、ウィンドウ
を機能させるために用いられる電池の再充電、ウィンドウコントローラと無線通信する自
動熱および／またはエネルギー管理システム、ハンドヘルドデバイス等の遠隔制御部との
無線通信等の他の機能を（単独で、または、他のマイクロプロセッサと共に）制御すると
してよい。
【００３１】
　一実施形態によると、無線送電は、特定領域におけるウィンドウ受電部に送電する電力
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ノードを１以上備えるネットワークを用いて実行される。本明細書で説明する無線送電ネ
ットワークは、必要に応じて、ＲＦ、磁気誘導またはこれらの両方を利用するとしてよい
。建築物によっては、１以上、時にはいくつかのノードを利用して、対応するウィンドウ
受電部に給電する電力ノードを複数備える電力ノードネットワークを形成する。無線周波
数を用いて送電し、複数の電力ノードがある一実施形態によると、電力ノードが用いる周
波数および／または偏極ベクトルは複数あるので、さまざまなレベルまたは種類の電力が
、さまざまなノードから、さまざまな電力需要を持つウィンドウへと送電される。
【００３２】
　磁気誘導を用いて無線送電を行う一実施形態によると、この実施形態でも１以上の電力
ノードが存在するが、電力ノード自体が共振器である。例えば、一実施形態によると、電
源から電力を受電する第１の共振器は、第２の共振器に共振結合されており、第２の共振
器は、例えば、ＥＣウィンドウに電力を配電する第３の共振器に共振結合されている。こ
のようにして、第２の共振器は、第１の共振器から、第２の共振器へ、そして第３の共振
器へと続く送電ネットワーク内の電力ノードとして機能し、第３の共振器は、受電部とし
て機能して、磁界を電力に変換することによってＥＣウィンドウに電力を送電する。この
ようにすることで、近接場の磁気エネルギーは長距離にわたり、特定の建築物のＥＣウィ
ンドウの需要が満たされる。
【００３３】
　別の実施形態は、ＥＣデバイスに電力供給する方法であって、ｉ）無線電力を生成する
段階と、ｉｉ）無線電力を、無線電力をＥＣデバイスに電力供給するために用いられる電
気エネルギーに変換する受電部に送電する段階と、ｉｉｉ）電気エネルギー（例えば、電
流または電位）を、ＥＣデバイスおよび／またはＥＣデバイスに電力供給するために用い
られる電池に配電する段階とを備える方法である。一実施形態によると、ＥＣデバイスは
ＥＣウィンドウである。他の実施形態によると、無線電力の生成は、無線周波数を用いて
送電を行う無線送電部を用いて実行され、電気エネルギーは電圧である。別の実施形態に
よると、無線電力の生成は、磁気誘導、より具体的な実施形態によると、共振結合された
磁気誘導を用いて送電を行う無線送電部を用いて実行される。他の具体的な実施形態によ
ると、上記の段階ｉｉ）および段階ｉｉｉ）は、上述した無線送電ネットワークのうち少
なくとも１つを用いて実行される。上述した実施形態のうち一の具体的な実施形態による
と、ＥＣデバイスは、ＥＣウィンドウのＥＣパネルの一部である。さらに具体的な実施形
態によると、ＥＣパネルは、建築用ガラス規模のものである。別の実施形態によると、段
階ｉ）、段階ｉｉ）および段階ｉｉｉ）のうち少なくとも１つは無線通信を用いて実行さ
れる。一実施形態は、受電部によって、ＥＣデバイスに電力供給するために用いられる電
池を充電するべく、無線送電を変換することによって生成される電気エネルギーを利用す
ることを含む。
【００３４】
　図２Ａは、無線送電ネットワーク２００を示す概略図である。無線送電ネットワークは
、本明細書で説明するように、例えば、ＲＦ電力または磁気誘導を用いて、無線電力をＥ
Ｃウィンドウ２０４に送電する無線送電部２０２を備える。本発明は、ＥＣウィンドウに
限定されることはなく、無線送電によって電力供給されるＥＣデバイスであれば本発明の
範囲に含まれる。エレクトロクロミックウィンドウ２０４は、無線送電された電力を、Ｅ
Ｃウィンドウ内のＥＣデバイスおよび／またはウィンドウコントローラ、センサ等を動作
させるために用いられる電気エネルギーへと変換する受電部を備える。一実施形態による
と、電気エネルギーは、ＥＣデバイスの光学的状態の遷移および／または維持のために供
給される電力として利用される電圧である。ＥＣデバイスは通常、入力に応じてＥＣデバ
イスを制御および管理するマイクロプロセッサ等のコントローラが対応付けられている。
さらに、ＥＣデバイスは、ネットワークを介してＥＣデバイスと通信する外部コントロー
ラによって制御および管理され得る。入力は、直接的または無線通信を介してユーザによ
って手動で入力されるとしてよい。または、入力は、ＥＣウィンドウが一部を成している
建築物の自動熱および／またはエネルギー管理システムからの入力であってもよい。
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【００３５】
　無線送電ネットワークは通常、領域２０６によって画定されている。つまり、送電は通
常、領域２０６に局所化されているが、必ずしもそうではない。領域２０６は、１以上の
ウィンドウが配されており、無線電力が送電される領域を画定しているとしてよい。送電
部２０２は、一部の実施形態では領域２０６の外部にある（そして、当該領域内に送電す
る）としてよい。または、図２Ａに示すように領域２０６内にあるとしてもよい。一実施
形態によると、無線受電部は、ＥＣウィンドウのＩＧＵに近接して配されている。受電部
は、ＥＣウィンドウを通して見える視界の邪魔にならないことが好ましい。当業者であれ
ば、上記のような無線電力ネットワークは複数のＥＣウィンドウを含み、これら複数のＥ
Ｃウィンドウへは１以上の送電部によって無線で電力が供給されるものと認められたい。
また、無線電力によって生成される電気エネルギーは、ＥＣウィンドウにおける電池また
は太陽光発電の電源を増強するために用いられ得る。一実施形態によると、太陽光発電の
電源は、無線送電によって実行される電池の充電を増強するために用いられる。
【００３６】
　図２Ｂは、別の無線送電ネットワーク２０１を示す概略図である。ネットワーク２０１
は、送電部２０２から送電される無線電力が、ＥＣウィンドウ２０４内の受電部で受電さ
れて、ウィンドウ２０４だけでなくウィンドウ２０５に対しても電力供給するために用い
られる点を除き、図２Ａを参照して上述したネットワーク２００と略同様である。つまり
、一のウィンドウの受電部が、無線送電を電気エネルギーに変換して、複数のＥＣウィン
ドウに対して、直接的に、または、受電部が充電する１以上の電池によって電力供給する
。この例では、ウィンドウ２０４に対応付けられている受電部が無線送電を電気エネルギ
ーに変換して、配線を介して電気エネルギーをウィンドウ２０５に送電している。これに
は、ウィンドウ毎に受電部を設置する必要がなく、ある程度の配線は用いられるものの、
建築物全体に配線を設置する必要がなく、配線がウィンドウ設置領域に局所的に集中する
ので、ウィンドウ同士が電気的に接続されるという利点がある。また、ＥＣウィンドウは
電力需要が高くないので、この構成は実用性が高い。
【００３７】
　図２Ｃは、別の無線送電ネットワーク２０８を示す概略図である。ネットワーク２０８
は、送電部２０２から送電される無線電力はＥＣウィンドウ２０４内の受電部によって直
接受電されるのではなく電力ノード２１０を介して中継される点を除いて、図２Ａを参照
しつつ上述したネットワーク２００と略同様である。電力ノード２１０は、受電と同一の
方式（例えば、ＲＦアンテナまたは誘導コイルを用いて受電）で電力を中継するとしても
よいし、無線電力を変換して、ウィンドウ２０４の（最終的な）要求に対してより適切な
方式で受電部に送電するとしてもよい。一例を挙げると、電力ノードは、ある方式、例え
ば、ＲＦ誘導または磁気誘導で無線送電を受電して、上記の方式のうち別のいずれかの方
式で無線電力をウィンドウ２０４へ送電する。一実施形態は、電力ノードである。当該電
力ノードは、１以上の方式で無線送電を受電して、当該送電を電気エネルギーに変換する
無線送電受電部と、電気エネルギーを上記の１以上の方式の無線送電に変換する無線送電
部とを備える。一実施形態によると、無線送電部は、電気エネルギーを、無線受電部の受
電と同じ方式の無線送電に変換する。方式は同じであるが、例えば、利用している周波数
または極性が異なり、電力ノードの受電部は、送電部２０２からの無線送電と、電力ノー
ド２１０の送電部からの無線送電とを識別することができる。一実施形態によると、無線
送電部は、電気エネルギーを、無線受電部が受電する方式以外の方式の無線送電に変換す
る。
【００３８】
　図２Ｄは、別の無線送電ネットワーク２１２を示す概略図である。ネットワーク２１２
は、送電部２０２から送電される無線電力が電力ノード２１０を介して複数のウィンドウ
２０４に中継される点を除いて、図２Ｃを参照しつつ上述したネットワーク２０８と略同
様である。繰り返しになるが、電力ノード２１０は、受電と同一の方式で電力を中継する
ことも可能であるし（例えば、ＲＦアンテナまたは誘導コイルで受電）、または、無線電
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力を変換して、ウィンドウ２０４の（最終的な）要求に対してより適切な方式で受電部に
送電するとしてもよい。この例では、送電部２０２は、領域２０６の外部に配されている
。この例では、複数のウィンドウ２０４の電力要求は同じになっているが、本発明はこれ
に限定されない。つまり、ノード２１０から送電される無線電力は、さまざまな電力需要
を持つ複数のＥＣウィンドウの電力要求を満足させるのに十分なレベルであるとしてよい
。さまざまな電力需要を持つとは、例えば、電力ノード２１０からの無線送電を電気エネ
ルギーに適宜変換する構成要素が、各ウィンドウ２０４の受電部の一部である場合である
。
【００３９】
　一実施形態によると、一の無線送電ネットワーク内の複数のウィンドウの電力要求が異
なる場合、電力需要が異なるウィンドウについて複数の異なる電力ノードを利用する。各
ノードから中継される電力は、例えば、電力レベルが異なるとしてもよいし、および／ま
たは、送電方法が異なるとしてもよい。図２Ｅは、このような無線送電ネットワーク２１
４を示す概略図である。ネットワーク２１４は、送電部２０２から送電される無線電力が
２つの電力ノード２１０および２１６を介して中継される点を除き、図２Ｄを参照しつつ
上述したネットワーク２１２と略同様である。電力ノード２１０は、受電と同一の方式で
電力を中継するとしてもよいし（例えば、ＲＦアンテナまたは誘導コイルを介して受電）
、または、無線電力を変換して、受電部（ウィンドウ２０４）に、ウィンドウ２０４の（
最終的な）要求に対してより適した方式で送電するとしてもよい。電力ノード２１６は、
電力ノード２１０とは異なる方法で無線電力を中継する。つまり、電力ノード２１６は、
無線電力を変更して、ウィンドウ２１８の（最終的な）要求に対してより適切な方式でウ
ィンドウ２１８内の受電部に送電する。この例では、ウィンドウ２１８は、自身に電力を
供給するとともに、配線を介してウィンドウ２２０にも電力を供給する。ウィンドウ２１
８は、ノード２１６から無線送電を受電して、ウィンドウ２１８の受電部は、無線送電を
、ウィンドウ２１８およびウィンドウ２２０を動作させるために十分な電力に変換する。
このため、本明細書で説明する実施形態は、複数の異なる電力ノードが、例えば、一の送
電部から同じ方式で無線エネルギーを受電するが、ＥＣデバイス毎に（対応する受電部を
介して）方式を変更して無線エネルギーを中継するとしてよい。この例では、ＥＣウィン
ドウ毎に、電力要求が異なる。この例では、送電部２０２は、領域２０６の外部に配され
ている。具体的な実施形態によると、一の無線送電部が無線電力を送電し、複数のＥＣウ
ィンドウがそれぞれ、無線電力を、当該ウィンドウに固有の需要に適切な電気エネルギー
に変換するように構成されている受電部を有する。別の実施形態によると、各ウィンドウ
が有する受電部は、無線電力を同じ電気エネルギーに変換するように同じ受電部であるが
、この電気エネルギーが、当該受電部に接続されている１以上の電子素子、例えば、整流
器、電圧変換器、周波数変換器、変圧器、またはインバータによって、当該ウィンドウに
固有の需要に合わせて変換される。
【００４０】
　一実施形態は、無線送電ネットワークである。当該無線送電ネットワークは、ｉ）無線
電力を送電する無線送電部と、ｉｉ）無線電力を受電して、当該無線電力を中継する電力
ノードと、ｉｉｉ）中継された無線電力を受電して、無線電力を電気エネルギーに変換す
る受電部と、ｉｖ）電気エネルギーを受電するＥＣデバイスとを備える。一実施形態によ
ると、ＥＣデバイスはＥＣウィンドウである。別の実施形態によると、電力ノードはＲＦ
アンテナを有する。一実施形態によると、電力ノードは誘導コイルを有する。別の実施形
態によると、受電部は、ＲＦ受電部である。別の実施形態によると、受電部は、誘導コイ
ルである。他の実施形態によると、電力ノードは、無線電力をＥＣウィンドウに中継する
前に、ＥＣウィンドウの要求に応じて、無線電力を変換する。一部の実施形態によると、
無線電力ネットワークは、複数の電力ノードを備えている。各電力ノードは、１以上のＥ
Ｃウィンドウに電力を中継する。各電力ノードは、それぞれが対応する受電部を備える複
数のＥＣウィンドウの要求に応じて無線電力を中継する。
【００４１】
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　上述した本発明は理解し易くなるようにある程度詳細に説明してきたが、説明した実施
形態は一例に過ぎず本発明を制限するものではない。特許請求の範囲において変更および
変形が可能であることは当業者には明らかであろう。
　［項目１］
　無線送電源によって電力供給されるエレクトロクロミックウィンドウ。
　［項目２］
　前記無線送電源は、無線周波数または磁気誘導を利用して送電する項目１に記載のエレ
クトロクロミックウィンドウ。
　［項目３］
　前記無線送電源からの無線送電を前記エレクトロクロミックウィンドウ内のエレクトロ
クロミックデバイスに電力供給するために用いられる電気エネルギーに変換する受電部を
備える項目２に記載のエレクトロクロミックウィンドウ。
　［項目４］
　前記電気エネルギーは、前記エレクトロクロミックデバイスに電力供給するために用い
られる電池を充電するために利用される項目３に記載のエレクトロクロミックウィンドウ
。
　［項目５］
　前記エレクトロクロミックデバイスは、固体且つ無機の材料で構成される項目３に記載
のエレクトロクロミックウィンドウ。
　［項目６］
　前記無線送電源は、送電ネットワークを用いて送電する項目２に記載のエレクトロクロ
ミックウィンドウ。
　［項目７］
　前記送電ネットワークは、前記無線送電源から送電される電力を前記エレクトロクロミ
ックウィンドウに中継する電力ノードを含む項目６に記載のエレクトロクロミックウィン
ドウ。
　［項目８］
　前記エレクトロクロミックウィンドウの機能は、無線通信を用いて制御される項目７に
記載のエレクトロクロミックウィンドウ。
　［項目９］
　エレクトロクロミックデバイスに電力供給する方法であって、
　ｉ）無線送電を生成する段階と、
　ｉｉ）前記無線送電を、前記無線送電を前記エレクトロクロミックデバイスに電力供給
するために用いられる電気エネルギーに変換する受電部に送電する段階と、
　ｉｉｉ）前記電気エネルギーを、前記エレクトロクロミックデバイスおよび／または前
記エレクトロクロミックデバイスに電力供給するために用いられる電池に配電する段階と
を備える方法。
　［項目１０］
　前記エレクトロクロミックデバイスは、エレクトロクロミックウィンドウの一部である
項目９に記載の方法。
　［項目１１］
　前記無線送電を生成する段階は、ＲＦまたは磁気誘導を利用する無線送電部を用いて実
行される項目１０に記載の方法。
　［項目１２］
　前記エレクトロクロミックウィンドウは、前記エレクトロクロミックウィンドウのＩＧ
Ｕに近接して配されている無線受電部を含む項目１１に記載の方法。
　［項目１３］
　前記無線送電部は、無線送電ネットワークを用いて、前記受電部に前記無線送電を送電
する項目１２に記載の方法。
　［項目１４］
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　前記無線送電ネットワークは、前記無線送電部からの前記無線送電を前記受電部に中継
する電力ノードを含む項目１３に記載の方法。
　［項目１５］
　前記エレクトロクロミックウィンドウの機能は、無線通信を用いて制御される項目１０
に記載の方法。
　［項目１６］
　無線送電ネットワークであって、
　ｉ）無線電力を送電する無線送電部と、
　ｉｉ）前記無線電力を受電して前記無線電力を中継する電力ノードと、
　ｉｉｉ）中継された前記無線電力を受電して前記無線電力を電気エネルギーに変換する
受電部と、
　ｉｖ）前記電気エネルギーを受電するエレクトロクロミックデバイスと
　を備える無線送電ネットワーク。
　［項目１７］
　前記エレクトロクロミックデバイスは、エレクトロクロミックウィンドウの一部である
項目１６に記載の無線送電ネットワーク。
　［項目１８］
　無線電力は、ＲＦまたは磁気誘導を用いて送電される項目１７に記載の無線送電ネット
ワーク。
　［項目１９］
　前記電力ノードは、前記エレクトロクロミックウィンドウの要求に応じて、前記無線電
力を前記エレクトロクロミックウィンドウに中継する前に、前記無線電力を変換し、
　前記無線電力の変換は、前記無線電力を、電気エネルギー、異なる方式の無線電力、異
なる周波数の無線電力、および、異なる極性の無線電力のうち少なくとも１つを変更する
ことを含む項目１８に記載の無線送電ネットワーク。
　［項目２０］
　複数の電力ノードをさらに備え、
　前記複数の電力ノードはそれぞれ、前記無線電力を１以上の別のエレクトロクロミック
ウィンドウに中継し、
　前記複数の電力ノードはそれぞれ、前記１以上の別のエレクトロクロミックウィンドウ
の要求に応じて前記無線電力を中継し、
　前記１以上の別のエレクトロクロミックウィンドウは、前記複数の電力ノードのそれぞ
れに対応して受電部を持つ項目１９に記載の無線送電ネットワーク。
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